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廃棄物
し尿（汲み取りし尿・浄化槽汚泥）

特別管理一般廃棄物

ごみ
（生活系ごみ・事業系ごみ）

特別管理産業廃棄物

１ 燃殻 ２ 汚泥 ３ 廃油 ４ 廃酸 ５ 廃アルカリ
６ 廃プラスチック類 ７ 紙くず ８ 木くず ９ 繊維くず
１０ 動植物性残渣 １１ 動物系固形不要物 １２ ゴムくず
１３ 金属くず １４ ガラスくず，コンクリートくず及び陶磁器くず
１５ 鉱さい １６ がれき類 １７ 動物のふん尿 １８動物の死体
１９ ばいじん
２０ １から１９を処理したもので１から１９に該当しないもの

１ 廃棄物の種類

一般廃棄物

産業廃棄物



２ 柏市の廃棄物処理

旧柏地域

旧沼南地域

旧柏地域
沼南町との合併前の柏市域。柏市が処理
している区域

旧沼南地域
柏市との合併前の沼南町域。柏・白井・鎌
ケ谷環境衛生組合が処理をしている区域

注 発生する焼却灰は、市外の民間最終処分場で埋め立て処分を行っています。



３ 排出する廃棄物の推移

■ 市民１人が１日当たりに排出するごみ量の推移

※平成２４年度からは，住民基本台帳人口に外国人人口を含む



３－２ 排出する廃棄物の推移 (し尿・浄化槽汚泥)

■ 柏市全域のし尿処理量と収集戸数

※平成２４年度からは，住民基本台帳人口に外国人人口を含む
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４ ごみ処理のおおまかな流れ

資源品・粗大ごみ
（業務委託）

ごみ

清掃工場
（業務委託）

リサイクル施設
（業務委託）

再生資源化
（売却）

収集・運搬 中間処理 処分

家庭系可燃・不燃・プラ
（市直営）

※平成２７年１０月から
一部民間委託

事業系可燃・不燃・プラ
（事業者が許可業者に委託）

最終処分場
（業務委託）



４－２ し尿処理のおおまかな流れ

収集・運搬 中間処理 処分

【汚泥】
・清掃工場
（焼却処分）

・最終処分場
（業務委託）

浄化センター
（業務委託）

【委託業者】
・し尿一般家庭
・し尿事業所等

【し尿】
【浄化槽汚泥】

【許可業者】
・浄化槽汚泥

・仮設トイレ
（工事現場等）

【処理水】

利根川（旧柏）・
手賀沼（旧沼
南）へ放流



５－１ ごみ処理事業費の状況（平成２７年度）

歳出予算５６．３億円の内訳

清掃総務費 塵芥処理費
ごみ処理施設

整備費

旧柏地域分

４９．１億円

１０．３億円
（人件費，事務費10.2

億）

３８．８億円
（ 収集２．７億 処理施設管理 １８．２億

資源回収 ６．３億 放射能対策 ４億 ）

なし

旧沼南地域分

７．２億円

０．９億円
（周辺整備負担金0.7

億）

６．２億円
（収集運搬 ２．９億 処理 ３．３億）

１００万円
（焼却施設負担金0.1

億）

歳入予算９．７億円の内訳

合計
使用料・手数

料

資源品等・リサイクル家具等

売却代金
その他

９．７億円 ６．１億円
（ごみ処理手数料）

３．０億円
０．６億円
（ペットボトル拠出

金）

ごみの処理は，日々の生活に必須の事業であり，中断することができないため，

毎年，４５億円前後の費用が必要です。財源のほとんどを市税に依存しているため，
より効率的なごみ処理体制やごみの減量などの検討が必要です。



５－２ し尿処理事業費の状況（平成２７年度）

歳出予算 ３．１９億円の内訳

し尿収集

処理費

清掃手数料

賦課徴収事業費

旧柏地域分

２．１７億円

２．１４億円
（収集委託（旧柏） ５,５３０万円

施設運営管理他 １.５９億円）

０．０３億円
（３３０万円）

旧沼南地域分

１．０２億円

１．０２億円
（収集委託（旧沼南）２,４２１万円
組合負担金（し尿負担金）

７,７８３万円）

なし

歳入予算０．１億円の内訳

合計 使用料・手数料 その他（雑入）

０．１億円
０．１億円

（施設使用料 １６４万円
手数料 １,１４８万円）

０．０億円
（電気・水道料立替金 13万

円）

し尿処理は，日々の生活に必須の事業であり，中断することができないため，毎

年，３．２億円前後の費用が必要です。財源のほとんどを手数料に依存しているた
め，より効率的なし尿処理体制や収集体制などの検討が必要です。



６ 柏市の一般廃棄物処理の目標と当面の方向性

目標:
「安定した一般廃棄物処理の継続」と
「資源循環社会形成」

＜当面の方向性＞

・ごみ減量の推進
啓発事業と３R（排出抑制，再使用，再生利用）

･既存施設の老朽化対策
エネルギー回収や適正処理，合理化に配慮

･適正な経費
一般廃棄物の安定処理，市民の協力，説明責任，効率化に配慮



７ ごみ処理にかかる現状と対策 ①放射能対策

清掃工場
（業務委託）

処分可能

中間処理

最終処分
（民間最終処分場）

受入拒否 保管・処分対策

指定廃棄物
国に引き渡すまで仮保管

（国の委託業務）
ごみ焼却灰

①放射能測定の実施など，処分先との相互理解を深め，安定処分を確保します。
②保管場所や保管施設を確保・維持するとともに，国の財源負担を確実に求めます。
③その他，特別に必要となる経費は，東京電力（株）に対し，賠償請求を行います。
④引き続き，国に対し，指定廃棄物最終処分場の早期確保を強く要望します。



７ ごみ処理にかかる現状と対策 ②ごみ減量と資源化の推進

■ 現状

①地球温暖化

②限りある資源の有効な利用

③最終処分場の不足

対 策

◆３R（「リデュース」，「リユース」，「リサイクル」）の推進

◆協働の推進

◆経費の適正化

◆適正・安定処理の推進



７ ごみ処理にかかる現状と対策 ③施設の合理化

■ 現状

①処理施設の老朽化

②処理施設の稼働率の低下

対 策

◆効率的な，ごみ処理体制の検証（３工場体制）

◆広域処理の検証

◆最終処分量の削減

◆施設規模・配置の継続的な検討



７-２ し尿処理にかかる現状と対策

■ 現状

①処理施設の老朽化

②処理施設の稼働率の低下

対 策

◆効率的なし尿処理体制の検証（２浄化センター体制）

◆広域処理の検証

◆施設規模・配置の継続的な検討



８ 施設の概要（ごみ収集・し尿処理）
施 設 名 稼働年月 施設規模 備考

①柏市清掃工場（焼却） H3.4 300ｔ/24ｈ
粗大ごみ処理施設(破砕) S52.9 50ｔ/5ｈ

②柏市第二清掃工場（焼却） H17.4 250ｔ/24ｈ

③柏市リサイクルプラザ H14.4 176ｔ/5ｈ 資源品の選別・圧縮保管施設

④柏市最終処分場 H4.4 容量165,680ｍ３

水処理施設・管理事務所 H4.4 37ｍ３/日
⑤布施最終処分場水処理施設 S55.3 80ｍ３/日 運用終了

⑥柏市清掃収集事務所 H3.4 所有台数34台

⑦柏プラネット H13.2 48ｔ/日 プラスチック圧縮保管施設 （民間処理施設）

⑧クリーンセンターしらさぎ H12.4 256.5ｔ/24ｈ
⑨柏市第二最終処分場 H16.4 容量31,500ｍ３

水処理施設 H16.4 80ｍ３/日
⑩旧沼南町一般廃棄物最終処分場 S61.4 容量142,452ｍ３ 運用終了

⑪柏市山高野浄化センター S58.4 100kl/日(H16.4～） H16に大規模修繕

⑫アクアセンターあじさい H11.3 138kl/日


